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基準４ 学生の受入 

（１）観点ごとの分析 

観点４－１－①：  教育の目的に沿って，求める学生像及び入学者選抜の基本方針等の入学者

受入方針（アドミッション・ポリシー）が明確に定められ，学校の教職員に

周知されているか。また，将来の学生を含め社会に理解されやすい形で公表

されているか。 

 

（観点に係る状況） 

 本校では，各学科及び専攻ごとの教育目的に沿って，準学士課程（編入学を含む）及び専攻科

課程へのアドミッション・ポリシーが明確に定められている（資料４－１－①－１，２）。特に，

準学士課程については，中学生にも分かりやすく表現している。入学者選抜方法については，ア

ドミッション・ポリシーを記載し公表した学生募集要項に明記している（資料４－１－①－３）。 

本校教職員には，入試業務担当者説明会の実施，ウェブサイトに明示することで周知している

（資料４－１－①－４，５）。教職員に向けて実施したアンケートでは，教職員の 63％（掲示場

所を知っている教職員は 88％）がアドミッション・ポリシーについて知っていると回答している

が（資料４－１－①－６），新任教職員へは更なる周知の徹底を図ることにしている。 

将来の学生に理解してもらうため，本校広報主事・主事補，各地域ＰＲ担当教員及び学生課等

が連携して，中学校への訪問，オープンキャンパス，学校説明会等を実施しており（資料４－１

－①－７，８），その際にアドミッション・ポリシーを記載した学校案内及び学生募集要項を配布

して，分かりやすく説明している。また，学校案内等を全国各地に送付し，広く社会に公表して

いる（資料４－１－①－９）。 

 

（分析結果とその根拠理由） 

本校では，準学士課程及び専攻科課程へのアドミッション・ポリシーが明確に定められている。

教職員に向けて実施したアンケートでは，概ね教職員に周知されているものと確認できるが，新

任教職員への更なる周知が必要である。また，本校は学校案内，学生募集要項，各種パンフレッ

トを広く配布しており，オープンキャンパス，学校説明会，中学校訪問の際にもアドミッション・

ポリシーを明示し分かりやすく説明している。 

 以上のことから，本校では，教育の目的に沿って，アドミッション・ポリシーが明確に定めら

れており，かつ教職員にも周知されている。また，社会にも理解されるよう分かりやすい形で広

く公表されている。 
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資料４－１－①－１ 
 

（出典：平成 25 年度学生募集要項） 
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資料４－１－①－２  

（出典：平成 26 年度専攻科学生募集要項） 
 

 



弓削商船高等専門学校 基準４ 

- 121 - 

資料４－１－①－３ 
◇推薦による選抜 

 

 

 

 

 

◇学力による選抜 

（出典：平成 25 年度学生募集要項Ｐ．３，８） 
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資料４－１－①－４ 

（出典：学生課） 
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資料４－１－①－５ 
 

（出典：本校ウェブサイト） 
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資料４－１－①－６ 
 

 

（出典：企画広報室） 
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資料４－１－①－７ 
訪問中学校（広島県、愛媛県） 

（出典：学生課） 
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資料４－１－①－８ 

資料４－１－①－９ 
 

（出典：学生課） 

（出典：学生課） 
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観点４－２－①： 入学者受入方針（アドミッション・ポリシー）に沿って適切な学生の受入

方法が採用されており，実際の入学者選抜が適切に実施されているか。  

 

（観点に係る状況） 

【準学士課程の入学者選抜】 

 準学士課程の入学者選抜は，推薦による選抜と学力検査による選抜を実施している。 

推薦による選抜では，中学校長から推薦のあった学生について，推薦書，アドミッション・ポ

リシーの適合性の項目を含む面接（口頭試問を含む），調査書を総合的に評価し（資料４－１－①

－３），本校推薦選抜の選抜基準に基づき，受検者の適性を厳正に審査している（資料４－２－①

－１，２）（推薦入試の各学科の選抜基準は，訪問調査時に提示）。 

学力検査による選抜では，高専機構作成の共通問題により学力検査を実施している（資料４－

２－①－３）。学力検査の成績は数学について 200 点，他の４科目を各 100 点とし，中学校での学

習成績は数学，理科，英語，国語，社会の５科目の５段階評価の合計を３倍し，音楽，美術，保

健体育，技術・家庭の４科目の合計を 1.5 倍する傾斜配点を行って，技術者教育に必要な基礎学

力を重視した評価としている（資料４－２－①－４）。また，学生募集要項にアドミッション・ポ

リシーを明記し，受検者へ志願の動機を求め，調査書により確認している（資料４－２－①－５）。

特に，第１志望学科を優先して合否判定を行っており，各学科への志願に沿って，受検者の適性

を厳正に審査している（資料４－２－①－４）。以上の入学者選抜において定められた基準に基づ

いて，入試委員会で厳重に合否の審議を行ない，教員会議での審議を経て最終決定する。 

【複数校志望受検制度による入学者選抜】 

 商船学科への入学を強く志望する中学生を対象として，瀬戸内３商船高専（広島商船高専，大

島商船高専，弓削商船高専）が連携して，２校を志望することができる複数校志望受検制度を全

国高専に先駆けて平成 23 年度入試から実施している。選抜方法は，学力検査による選抜と同じで

あるが，本制度は２年間かけて検討・準備し，アドミッション・ポリシーを理解し商船学科への

志向性の高い学生に対して，広く受け入れる方針を具体化したものである（資料４－２－①－６，

７）。 

【準学士課程工業系学科４年次への入学者選抜】 

 準学士課程工業系学科４年次への編入学選抜においても，推薦による選抜と学力検査による選

抜を実施している。商船学科については，国土交通省の定める船舶職員養成施設認定の関係から，

編入学生を受け入れることは行っていない。推薦による選抜では，推薦書，面接，調査書と口頭

試問の結果を総合的に評価している。学力検査による選抜では，数学，外国語，専門科目の筆記

試験，面接，調査書により評価し，アドミッション・ポリシーに沿って厳正に審査している（資

料４－２－①－８～10）。 

【専攻科への入学者選抜】 

 本校専攻科への入学者選抜は，推薦による選抜と学力検査による選抜を合わせて，年間に３回

（６月，９月，11 月）実施している。高等専門学校を卒業した者，短期大学を卒業した者，学校

教育法における 14 年の課程を修了した者，社会人特別選抜など，広く入学者を受け入れる方針を

示している。専攻科の入学者選抜においても，準学士課程とは別にアドミッション・ポリシーを

定めており，入学願書（資料４－２－①－11）の中に「特別研究で取り込みたいテーマ」の記載

欄を設け，プレゼン及び口頭試問を実施して（資料４－２－①－12），アドミッション・ポリシー
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に合致する学生の受入れを行っている。定められた選抜基準に基づき，専攻科委員会で入試結果

の確認・審議を行い，教員会議での審議を経て最終決定する。 

 

（分析結果とその根拠理由） 

本校の準学士課程の入学者選抜では，入試委員会の定める入学者選抜基準，公表しているアド

ミッション・ポリシーに沿って適切に実施されている。学力による選抜では，学力検査及び中学

校での学習成績を傾斜配点し，第１志望を優先した選抜を行っている。推薦による選抜では，面

接時に必ず本校アドミッション・ポリシーへの理解について質問し，本校の定めるアドミッショ

ン・ポリシーに照らした選抜を行っている。 

 また，平成 23 年度入試から，瀬戸内３商船高専（広島商船高専，大島商船高専，弓削商船高専）

が連携して，２校を志望することができる複数校志望受検制度を実施しており，商船学科への志

向性の強い学生の選抜に繋がっている。 

専攻科の入学者選抜においても，準学士課程とは別にアドミッション・ポリシーを定め，それ

に沿った学生の受入れを行っている。定められた選抜基準に基づき，専攻科委員会で入試結果の

確認・審議を行い，教員会議での審議を経て決定する。 

以上のことから，本校において入学者選抜はアドミッション・ポリシーに沿って適切な学生の

受入方法が採用されており，実際の入学者選抜が適切に実施されているといえる。 
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資料４－２－①－１ 
 

（出典：学生課） 
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資料４－２－①－２ 
平成 24 年度面接記録書 

 
 個人情報等保護のため削除 

（出典：学生課） 
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資料４－２－①－３ 
 

（出典：学生課） 
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資料４－２－①－４ 
学力による選抜の合格者選考方法 

 
 非公開情報のための削除 

（出典：学生課） 
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資料４－２－①－５ 
 

（出典：学生課） 
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資料４－２－①－６ 
 

（出典：学生課） 
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資料４－２－①－７ 
 

（出典：学生課） 
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資料４－２－①－８ 

（出典：平成 25 年度編入学生募集要項Ｐ．５，６） 
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資料４－２－①－９ 
 

（出典：学生課） 
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資料４－２－①－10 
平成 25 年度面接記録書 

 
非公開情報のための削除 

（出典：学生課） 
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資料４－２－①－11 

（出典：平成 25 年度専攻科学生募集要項・入学願書） 
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資料４－２－①－12 

 

（出典：平成 25 年度専攻科学生募集要項抜粋） 
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観点４－２－②：  入学者受入方針（アドミッション・ポリシー）に沿った学生の受入が実際

に行われているかどうかを検証するための取組が行われており，その結果を

入学者選抜の改善に役立てているか。 

 

（観点に係る状況） 

 本校では，各学科において，それぞれのアドミッション・ポリシーに沿った学生の受入が実施

されているか検証するため，教務委員会及び入試委員会において検証を行っている。具体的には，

各年度で，学生の成業率に関して追跡調査を実施し，検証している（資料４－２－②－１）。また，

１年次の学生を対象に学力試験を実施しており，入学生学力レベルの把握に努め，アンケートを

実施し志望の動機等について集計している（資料４－２－②－２，３）。平成 21 年度から広報主

事・主事補を置き，これまで以上にアドミッション・ポリシーを周知するよう努めると同時に，

入学者の出身中学へも訪問し，当該学生の状況報告を行うことで，アドミッション・ポリシーへ

の理解を深めてもらい，入学者選抜に役立てている。また，平成 23 年度入試から実施している瀬

戸内３商船高専（広島商船高専，大島商船高専，弓削商船高専）が連携した商船学科複数校志望

受検制度で第１，２志望での入学者状況をまとめることにより，アドミッション・ポリシーに合

致した学生が入学できているかの検証を行っている（資料４－２－②－４）。工業系学科の入学者

についても，アドミッション・ポリシーに合致した学生を受け入れるため，平成 23 年度入試から

調査書の成績記載教科を５教科から９教科に改正し，観点別学習状況の記載欄を追加するように

改善を図った（資料４－２－②－５）。また，平成 25 年度入試から入学試験科目を５科目へと変

更したことにより，基礎学力をより幅広く反映できるように入試制度の改善を行った（資料４－

２－②－６）。 

 工業系学科の準学士課程４年次への編入学者については，卒業の進路を追跡調査しており，工

業系学科への適性を評価している。この評価をもとに，入試委員会での審議を経て，アドミッシ

ョン・ポリシーに沿った学生の受入が実施できているか検討している（資料４－２－②－７）。 

 専攻科入学者については，入学後に学生アンケートを取り，専攻科カリキュラムについての学

生からの評価を分析することで，学生受入制度の改善に取り組んでいる段階である。また，入試

に際して，志望動機や志向性，入学後の研究について学生にプレゼンを課しており，こうした評

価や分析から，アドミッション・ポリシーに沿った学生の受入が実施されているか検証し，常に

入試問題作成にも反映させられるような体制としている（資料４－２－②－８～10）。 

 

（分析結果とその根拠理由） 

準学士課程学生に関する成業率について，平成 21 年度以降原級留置者総数は減少・改善される

傾向にある。広報主事・主事補を設置し，アドミッション・ポリシーを公表・周知する体制をよ

り充実させたことで，多くの受検者が本校のアドミッション・ポリシーを知る機会が増加し，そ

の結果としてアドミッション・ポリシーに合致した学生を受け入れることに繋がっていると考え

られる。さらに，商船学科においては，平成 23 年度の原級留置者が０名となり，複数校志望受検

制度の導入の効果が認められ，より志向性の高い学生を獲得できている。 

 工業系学科の準学士課程４年次への編入学者について，準学士課程卒業後の進路を追跡調査す

ると，本校専攻科及び大学への進学率が比較的高く，より高い専門課程を志向する傾向がある。 

 専攻科の学生受入については，入学後のアンケートを取ることや，志望動機や志向性，入学後
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の研究について学生にプレゼンを課すことで，アドミッション・ポリシーに沿った学生の受入が

実施されているか，専攻科委員会等で検証されている。 

 以上のことから，アドミッション・ポリシーに沿って適切な学生の受入方法が採用され，入学

者選抜の適正実施の検証が行われており，入学者選抜の改善に役立てているといえる。 
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資料４－２－②－１ 
 

（出典：学生課） 
 



弓削商船高等専門学校 基準４ 

- 144 - 

資料４－２－②－２－１ 
Ｈ24 新入生学力試験（数学） 

（出典：学生課） 
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資料４－２－②－２－２ 
 

 

（出典：学生課） 
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資料４－２－②－２－３ 
 

（出典：学生課） 
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資料４－２－②－３ 

（出典：学生課） 
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資料４－２－②－４ 
 

（出典：学生課） 
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資料４－２－②－５ 
 

資料４－２－②－６ 

（出典：学生課） 
 

（中略） 

（出典：学生課） 
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資料４－２－②－７ 

資料４－２－②－８ 

（出典：電子機械工学科、情報工学科） 
 

（出典：専攻科） 
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資料４－２－②－９ 
 

（出典：学生課） 
 



弓削商船高等専門学校 基準４ 

- 152 - 

資料４－２－②－10 
 

 

出典： 

 

（出典：学生課） 
 



弓削商船高等専門学校 基準４ 

- 153 - 

観点４－３－①： 実入学者数が，入学定員を大幅に超える，又は大幅に下回る状況になって

いないか。また，その場合には，これを改善するための取組が行われる等，

入学定員と実入学者数との関係の適正化が図られているか。  

 

（観点に係る状況） 

本校志願者数に関して，３学科とも定員（40 名）に対して志願者倍率のばらつきはあるものの，

下記のような取組により，平成 22 年度入試以降，志願者総数は増加傾向にある（資料４－３－①

－１）。 

本校では，学力入試においては県立高校などとの併願を認めており，また県立高校の合格発表

を待って，入学手続きを行っている。したがって，他校へ入学することを見込んで，定員 120 名

に対し，工業系学科では，例年 20％から 40％程度超過して合格者を出している。こうした措置に

関して入学定員と実入学者数に大幅な差異が生じないよう，入試委員会及び専攻科委員会におい

て，毎年度入学者数の適正化について検討を重ね，さらには受検者の在籍中学へ入学意思の聞き

取り調査又は受検者へのアンケートを実施し，過去の入学者数データをもとに，数値的な根拠を

得ている（資料４－３－①－２）。 

しかしながら，近年，本校近隣の島嶼部，愛媛県・広島県内の近隣地域の少子化は著しく（資

料４－３－①－３），特に平成 21 年度入試から 23 年度入試にかけて，志願者数が急激に減少し，

合格者を十分に出すことができなかった。これを改善するための対策として，広報主事・主事補

を設置し，本校のＰＲ資料の充実を図り，近隣地域の中学校へのＰＲ訪問活動はもとより，さら

に広範囲の中学校へのＰＲ活動を積極的に行っている（資料４－３－①－４～６）。また，入学志

向の高い推薦選抜による入学者の確保を 50％程度にまで増やす措置，二次募集の実施や検査会場

の新設及び最寄地受検制度を実施するなどの改善措置を取っている（資料４－３－①－７）。さら

に，商船学科について平成 23 年度入試から瀬戸内３商船高専の連携による複数校志望受検制度を

導入（資料４－３－①－８）したことにより，志願者が激増し，複数校志望受検志願者及び４大

都市での最寄地受検を含めた志願者数も資料４－３－①－９のグラフに示すとおり年々増加の一

途を辿っている。このような改善措置の結果，平成 25 年度入試においては，各学科とも入学定員

を確保することができた（資料４－３－①－１）。これらの結果を踏まえて，工業系学科について

も広島商船高専と連携して複数校志望受検制度を平成 26 年度入試から実施することで決定して

いる（資料４－３－①－10）。 

 準学士課程工業系学科４年次への編入学に関しては，年度により変動が大きいものの，広報主

事関係の中国四国地方，九州地方の高校へのＰＲ活動により，平成 22 年度以降は一定数を確保で

きるようになっている（資料４－３－①－11）。 

本校専攻科入学者数に関しては，生産システム工学専攻の入学定員８名であり，設置以来入学

定員を確保している。年度により，定員の 1.5 倍程度となることもあるが，本校専攻科の設備，

指導教員数から判断して，特に定員の大幅な超過とはなっておらず，十分に適正化が図られてい

る。海上輸送システム専攻の入学定員は４名で，平成 23 年度，24 年度は定員充足には至らなか

った。専攻科課程に関する海洋関係の特別研究テーマ設定と所属指導教員の研究テーマとのマッ

チングの困難さがあると思われる（資料４－３－①－12）。専攻科委員会で専攻科だよりを活用し

て在校生への説明を強化するなどの改善を図り（資料４－３－①－13），平成 25 年度 10 月入学予

定者は４名を確保している。 
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（分析結果とその根拠理由） 

本校近隣地域の少子化が著しい状況にあるなか，平成 21 年度入試から平成 23 年度入試にかけ

て入学者が減少したことに伴い，志願者の増加及び入学者数の確保に向けて，広報主事・主事補

を設置し，ＰＲ資料の充実を図り，近隣地域の中学校へのＰＲ訪問活動はもとより，さらに広範

囲の中学校へのＰＲ活動を積極的に行った。さらに，平成 23 年度入試から導入した瀬戸内３商船

高専の連携による複数校志望受検志願者及び４大都市での最寄地受検を含めた志願者数が年々増

加の一途を辿っており，このような改善措置の結果，平成 25 年度入試においては，各学科とも入

学定員を確保することができた。入学定員と実入学者の関係において，適正化を図る改善の効果

が現れていると考えられる。 

 編入学生の入学者数に関しても，平成 22年度以降は一定数を確保できるようになっており，

ＰＲ活動の結果，各地域の高校にも認知され，周知されてきている。 

 専攻科入学者に関しては，生産システム工学専攻においては定員充足されており，十分な取り

組みがなされていると考えられる。また，海上輸送システム専攻においては，専攻科だよりを活

用して内容を広く周知する取組を行い，入学者数の適性化を図っている。 

以上のことから，実入学者数の適切な確保に向けて，これを改善するための取組が行われてお

り，入学定員と実入学者数との関係の適正化が図られている。 
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資料４－３－①－１ 

（出典：学生課） 
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資料４－３－①－２ 
学力入学者数の推定に用いる資料 

 
非公開情報のための削除 

（出典：学生課） 
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資料４－３－①－３ 
 

（出典：学生課） 
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資料４－３－①－４ 
 

（中略） 

（出典：総務課） 
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資料４－３－①－５ 

（出典：学生課） 
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資料４－３－①－６ 
平成 24 年度第１回学生募集対策委員会議事概要 

 
非公開情報のための削除 

（出典：平成 24 年度第１回学生募集対策委員会） 
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資料４－３－①－７ 
 

（出典：学生課） 
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資料４－３－①－８ 
 

（出典：平成 22 年度第１回入学試験委員会議事抜粋） 
 

（中略） 
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資料４－３－①－９ 
 

（出典：学生課） 
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資料４－３－①－10 

電子機械工学科・電子制御工学科複数校志望受検制度 

による入学者選抜試験実施要項 

 

 個人情報等保護のための削除 
 

（出典：学生課） 
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資料４－３－①－11 

 

準学士課程工業系学科４年次への編入学者推移 

資料４－３－①－12 

 

専攻科への入学者推移 

（出典：学生課） 
 

（出典：学生課） 
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資料４－３－①－13 
 

 

（出典：専攻科だより第 26 号） 
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（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点） 

 平成 23 年度入試から全国の高等専門学校に先駆けて，瀬戸内３商船高等専門学校の連携による

商船学科複数校志望受検制度及び東京，大阪，広島，福岡の４大都市での最寄地受検制度を導入

している。商船学科の高い志向性を持つ志願者が増加し，最寄地受検地での志願者も年々増加の

一途を辿っており，成果を上げている。さらに，電子機械工学科についても，広島商船高等専門

学校と平成 26 年度入試から複数校志望受検制度を導入することにしており，入試改革に積極的に

取り組んでいる。 

（改善を要する点） 

 本校近隣地域の少子化が著しい状況にあるなか，平成 25 年度入試では入学定員が確保できたも

のの，今後も安定した志願者確保に向けた継続的な努力が必要である。 

 

（３）基準４の自己評価の概要 

準学士課程各学科及び専攻科課程の教育目的に沿って，入試委員会，専攻科委員会，運営委員

会の審議を経てアドミッション・ポリシーが定められている。教職員には，教員会議等での説明

及びウェブサイトに明示すること等で周知している。将来の学生に理解してもらうため，中学校

訪問，オープンキャンパス，学校説明会等でアドミッション・ポリシーを記載した資料を配布し

説明している。また，ウェブサイトでの掲載，学校案内等を全国各地に送付することにより，広

く社会に公表している。 

準学士課程への入学者選抜においては，調査書の科目評価点及び学力検査点について傾斜配点

を行っており，技術者として必要な基礎学力を重視し，本校の求める学生を受入れることに努め

ている。推薦入試においても，面接時には必ずアドミッション・ポリシーについて質問し，面接

評価を行っている。専攻科の入学者選抜においても，定められた選抜基準に基づきアドミッショ

ン・ポリシーに沿った学生の受入を行っている。 

アドミッション・ポリシーに沿った学生の受入が実施されているかについて，学生の成業率や

入学後の学力試験実施及びアンケート調査などによって検証している。専攻科の学生受入につい

ては，入学後のアンケート実施，志望動機や志向性，特別研究について学生にプレゼンを課すこ

とで検証している。 

近隣地域の少子化が著しい状況の中，平成 21 年度入試から平成 23 年度入試にかけて入学者が

減少したが，広報主事・主事補を設置し，PR 資料の充実を図り，近隣及び広範囲の中学校への PR

活動を積極的に行った。さらに，平成 23 年度入試から導入した瀬戸内３商船高等専門学校の連携

による複数校志望受検制度及び東京，大阪，広島，福岡の４大都市での最寄地受検制度を含めた

志願者数が，年々増加の一途を辿っており，このような改善措置の結果，平成 25 年度入試におい

ては，各学科とも入学定員を確保することができた。電子機械工学科についても，広島商船高等

専門学校と連携して平成 26 年度入試から複数校志望受検制度を実施する。 

専攻科入学者については，生産システム工学専攻については定員充足されており，十分な取組

がなされている。一方，海上輸送システム専攻については，平成 23，24 年度は定員充足には至ら

なかったが，専攻科だよりを活用して内容を広く周知する取組を行い，入学者数の適性化を図っ

ている。 


